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先行経験により作られた内部モデ、ルからの予期と

外部入力との照合の示標としてみた

誘発電位の振舞いについて

古塚

The Visual Evoked Potential: During stimulus omission， the occipital 
potential indicates the analysis of omission whereas the 

vertex potential indicates the activation of internal 

representation of the previous stimulus 

Takashi FURUTSUKA 

1950年代後半から 1970年に韮るまで， 認知過程を継起的な (Sequential)情報処理過程

とみなす事により精神物理学 (Psychophysics)は飛躍的発展をとげた。反応時間 (Reaction

Time)， マスキング等を示標として知覚時間の計測 (200m second ~500 m second)，短期記矯

(Short柵termMemory)の発見はその一例である。一方生理心理学の分野では，コンピューター

による平均加算法の出現により料戟提示から 500m sec (知覚時賠!!)の間に生じる(一過性の)

誘発電位が頭皮上から安定的に導出できるようになった。それゆえ， この一過性 (transient)

の誘発電位を示擦として「徴視発生的J(狩野 1967)に情報処理過程としての認知過程を分析

する事が可能になったかにみえた。例えば Donchin& Lindsley (1965)は， マスキング事態

で「みえJに対rc;;して VEP(視覚誘発電位)が出現したりしなかったりするとしている。 し

かしこれらの試みは，誘発電位の振舞いと精神物理学的データとの不一致 (dissociation)があ

きらかになるにつれて希望的観測にすぎなかったので、はないかとの反省期にはいりつつある。

Donald (1979)は上記の不一致を以下の如くまとめた。

L ある刺戟に対するニューロンの unit-dischargeは time欄lockされて記録可能だが，そ

れと誘発電位の波型とは一義的関係は見出せない。つまり情報処理活動は unit-dischageに

は反映するかもしれないが，誘発電位の時間的空間的パターンには反映されないのである。

2. 誘発電位は突時間 (realtime)では，中枢神経系 (CNS)のどのレベルで、の情報処理

も後づける (track)事ができない。行動としての反応 (overtresponse)をもとにして作られ

た心理学的過程と誘発電位との時間的並行関係は成立しえない。

3. 誘発電位がとれた事は何もその刺戟を被験者が検出しえた事を示さないし，逆に東日戟

の検出にはいつも誘発電位がともなう事をも意味しない。

しかしこれらの事は， Donaldが誘発電位と情報処連過程は無関係であると寄っている事

を意味するのではない。誘発電位がなんらかの脳内活動の反映(情報処理とは遠い脈絡しかっ

かないにしていである事は彼も認めざるを得ない。彼はいたづらに誘発電位と情報処理過程

とを結びつけるに急であってはならない事，むしろ誘発電位そのものの振舞いを観察すること

に帰れと提言するのである。彼は誘発電伎の種々の成分に影響を与える変数として，刺戟の出
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現確率 (StimulusProbability)，信号検出 (SignalDetection)，課題性 (TaskRelevance)， あ

きる事と疲労 (Boredom& Fatigue)，そして刺戟選択 (StimulusSelection)をあげている。

そして彼は結論として後期誘発電位を含めて， the time of initial activation of a neurona1 

structur巴(ある神経構造に初めての活性化が生じた時)を誘発電位の各成分は示すにすぎな

いとしている。誘発電位の各成分を initialactivatoinの示擦だとする研究は，視覚誘発電位

(VEP)の特に後顕部電位の研究において既に多く認められる o

チェッカ…ボードのノミターン反転 (patternreversal)束IJ戟を，右視野又は左視野に提示し

て， VEPをイニオン上5cmの正中線上，そしてそこから左右へ各々 5cm， 10cmの6カ所に

血電緩を装着し，不関電極を鼻根 (Nasion)から 12cmの正中線上において導出した。この時，

PlOO成分が視野と開{1mの電極位置で安定的に出現した。所が視野欠損患者においては，欠損部

位に刺戟を提示すると当該 P100が出現しなかった (B1umhardt，Barrett & Halliday 1977)。又

視神経炎，多発性硬化症により視神経に傷害をうけると，この P100の潜時が遅れ，病気の進渉

に伴い終には P100が出現しなくなる事を示した (Halliday，McDona1d & Mushin 1973)。又，

Je質問ys& Axford (1972a， b)， MacKay & Jeffreys (1973)は， 後頭部電位の波型を決定する
第 1の要因は，刺戟の網膜上提示位置であるとしている。上記の如く後頭部誘発電位について

は， Dona1d (1979)の言う iinitialactivation of a neurona1 structureJ説は妥当している。

しかしいわゆる Vertex電伎については，今までの研究成果が誘発電位の振幅綴の大小という

量的側面にまで及んで、いるので，彼の説が妥当するかについては検討を必要とする。 Vertex

電位，特にP300成分の掠幅値は刺戟の出現確率課題性，信号検出といった柱意にかかわる諸変

数と量的な対志関係をもっとされている。例えば Sutton，Zubin & Jo1m (1965)は2種類の刺

戟をランダムに提示し，次に何がくるかについてあらかじめ教示されない時，刺戟の出現篠率

に反比例して誘発電位の P300の振幅が変動するとした。又 Sutton(1969)はこの増大傾向がリ

ニアーである事，即ち， 出現確率が0.2，0ム0ふ 0.8となるに従って P300の振幅値が置線をな

して減小する事を示した。この事は心理学的変数に影響をうけると言われる P3∞が等質の基盤

のもとで量的な変動となって現出する事を示している。この意味では Dona1d(1979)の言う

initia1 activationとし、う定義がもっ質的な側面のみの強調を越えた現象を P3舶はさし示して

いると言えよう。 Donchin，Ritter & McCallum (1978)は， P加。の振幅が刺戟の出現篠率に
対応して変動するのは，その刺戟が課題性をもった時 (task-relevant)であって，刺戟が課題

性をもたない時出現確率は P300の振轄をかえないとしている。 又 K邑rlin& Martz (1973)は

反応時間課題での P300成分は，反rc;;を誘発する刺戟の出現確率にというよりはむしろ運動反応、

の確率と関係しているとしている。 Duncan-Johnson& Donchin (1977)は iP3∞の振隔は事

象の援示時に生じる主観的な驚き (subjectiveSurprise)に比例する」としている。ここでい

う驚き (surprise)とは期待 (expectancy)の逆数であり，期待の程度が大きいほど， 期待と一

致した時の驚きは少いと仮説するのである。上記の事は，ある刺戟が提示された時 i期待

(expectancy)Jとし、う名の活動が刺戟に誘発されて生じうる事を示唆する。ところで Chapman

(1973)に示される如く，刺戟を系列提示した時，最初と最後の刺戟に顕著な P300が出現する。

これらの九回は課題刺戟であってもなくても生じるのである。よってこれらについては，

Dona1d (1979)の iinitia1activationJ的に働く P300と言える。

現在民間については，それが完全に外部的要因によって定義 (or限定)されないという意

味で整理がつかない状態にあると言えよう。 Donchin(1979)は最近のレビューでは誘発電位
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を内部発生的成分 (endogeneous)と外部発生的成分 (exogeneous)にわけている。 endoge欄

neousとは，生体の内部で生じた活動の反映で exogeneousとは刺戟によって一義的に誘発

される成分を示す。 Donchin(1979)はいわゆる Vertex電位の初期成分を exogeneousな成

分，後期成分特に P300を endogeneousな成分としている。ところが解剖学的には視覚東日戟を

提示した時の Vertex電位の初期成分に巴xogeneousをあてはめる事には無連がある (Luria

1973)。むしろ後頭部電伎は exogeneousな側面を多くもち， Vertex電位は endogeneousな

側部を多くもっと考えるべきである。 とすると， Vertex電位の初期成分，特に N1(潜時 120

m sec~180 m sec) は endogenous であるならば，如何なる働~の示標とみなせるであろう

か。 Lehtonen(1973)は潜時 120m sec以上の正負成分は後頭部でも Vertexでも導出される

が再導出部位におけるそれらが各々独自な神経生理学的起源をもつかについて検討を行った。

刺戟の違い(四角形と等質光)，刺戟間間関の違い (6秒， 3秒， 1.5秒， 0.5秒)に対して後頭部電

位と Vertex電位は各々独自の振舞いをする事を示し後頭部電位は視覚モダリティ特有の機

能を反映し， Vertex電位は感覚モダワティ特有伎をもたない (modalitynonspeci五c)機能を

反映するとした。又彼は後頭部の正負成分の潜時は N1= 120~ 175 m sec， P2口 170~260m 

secであるが， Cz (Vertex) では N1= 1l0~160m sec， N2=160~260 m secであるとしてい

る。つまり約 10m sec Czの方が後頭部よりも潜時が短いのである。 この事はもし N1が

exogeneousな側面を反映しており， かつ後頭部にその起源をもち Vertexに伝播すると考

えるならば時間的に言って矛盾となる。潜時を考!議すれば(そして伝播説をとるならば)N1は

Vertexにその起源をもっと考えざるを得ない。ところが Donald(1979)の継起的な情報処理

モデルに従えば (Fig.1参照)， 感覚的分析， 特徴分析までは後頭部で行なわれ， 綬期記憶

(STM)以降は Vertex，前頭部及び側頭部で行なわれると暗諭していることになる。それゆえ

上記の矛盾を解く一つの答は，後頭部電位と Vertex電位は，各々相対的に独自な並行的処理

(Parallel Processing)を反映しており，両部位における N1は片方にその起掠をもち，他方へ

詰播したものではないと考える事である (Hi1lyard，Picton & Regan 1978)。
ところで初めてl!iIJ戟が提示された持からすぐに並行的処理が生じるとは考えられない。多

分 Donald(1979)のそデル通りに，継7図的にかつ一過性に生じるのであろう。ところが継起的

処理が繰返されるに従って，処理結果とし

ての短期記憶が安定化してゆく。とすると

入力と最終結果を結ぶバイパス回路，即ち

Feed-Forward回路が成立して並行的処理

が可能となるのであろう。バイパス回路の

成立にとって不可欠なのは，生体が同じ処

理を繰返すことである。誘発電位を得るに

は，その抽出に加算平均の技法が必須であ

る為，繰返し提示をしなければならない。

誘発電位の今までの研究は，この繰遮し提

REHEARSAL 
FU豆THERPROCESSI出G

工NFUT 品 SENSORY~FEATURE .. ιSTM ~ RESPONSE 

Fig. 1. 

ANALYSIS"ANALYSIS.... ....... PROGRAN 

11 
LTM 

Se弓uenceof operations involved in 
processing a stimulus transient. 

STM = short-term memory 
LTM=long-term memory 
By Donald (1979) 

示の意味を十分に検討せず，実験結果を考察する際，あたかも l回提示において生じる現象で

あると思いこんでしまったきらいがある。繰返し換言すれば過剰学習によって生体は反応を

ステレオタイプ化もしくは自動化するメカニズムを基盤として己の複雑性を保持し，かつ外界

の複雑性に対処しうるのである。そこで次に「繰返しjの意味について検討する。
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Hebb (1958)は細胞集成体 (cellassembly)とし、う構成概念を論考するにあたって以下の

如く述べている。 fはじめのうち中拡過程は刺戟が与えられている時だけ生じるのであるが，

入力に解発されて何度も繰返し輿饗されるニューロン群が核となって自己再興奮裂の閉回路を

つくりあげる。そしてこの閉回路は外郊の刺戟作用が終った後も活動を持続する事が可能とな

る。この閉回路が作動するにあたって，外部刺戟によって作動する時，知覚となり，内部的に

作動する時，記憶・表象となる。Jゆえに，我々が外界を 1由眼りで知覚可能なのは， この閉

回路がもうできあがってしまっているからだと考える事ができる。この意味では，我々が実験

室状況で刺戟を提示した時の被験者の反応は rせいぜいの所， よく知りつくした事物にあら
ためて日をとめたり耳をすましたりする程度にすぎないJ(北島 1978)のである。誘発電伎を

示擦とする実験においては rよく知った事物」を繰返し提示することになる。つまり開閉路
の活動の持続状態の中で，同じ閉回路の活動を促すjjiIJ戟が繰返し入力することになる。この状
態では継起的な (sequential)情報処理過程を刺戟提示ごとに律義に繰返すことを生体はしな

くなる。むしろ入力が何であるかの予備的な低次レベルの処理段暗ι入力の合商のみで閉回
路(中椋過程)の活性化が生じる段階とが主主行的に作動し始めるのであると仮説しうる。 この

段糟で， 後頭部電位と Vert巴X 電位が主主行的に違う過程を反映する状、況を推定しうる事にな

る。本論文の目的は，上記の仮説の検討にある。

第1主義 実験の為の各種装援，及び研究繋コンピューターシステムについて

本研究は二つの実験からなる。本来ならばすぐさま実験仮説にはいるべきではあるが，始

めに問実験に共通する各種装置，解析法について述べる事にした。この宝章は筆者のコンピュー

ターシステムへの片想いの表れなので、飛ばして読んで、下さってもよいです。

1-1 脳波記録法と装蜜

三栄測器製服電極(塩化銀粉末をアラルダイト系接着剤で由化したもの)を 10-20法に従

って， F3' 1九， C3， C4， Cz， 01， 03， Ar. A2' あご，右隈上 1cm，右限検の合計 12カ所に，自

家製ベンドナイトを用いて装着した。その上を緋創膏で仮止めし，最終的に包帯で固定した。

電極関抵抗は 1~5kQ になるようにした。あごにつけた電極はアースにおとした。三栄測器製

Bio幽DCAmp 1117を用いて増幅した(増臨率50μV→ 1V， 2万倍，時定数1ふ周波数帯域轄

0.245~25 Hz (-3 dB)， 12 dB/Oct)。士制高後脳波を TEAC製 FM-DATARecorder (R-270) 

に記録した。なお実験中，ベン蕎き記録も開時に行い，かつ日本光電製 ATAC201で01>O2 

の誘発電位をとり，被験者と機械の状態をモニターした。

1-2 誘発電位抽出にかかわる実験室コンビューターシステムについて

Fig.2は北海道大学教育学部特殊教育研究室のコンピューターシステム閣である伊1)CPU 

は YHP2117Fでこれは FloactingPoint ProessorとFastFortran Processorを ROMで内

蔵している。 16ピット Iワードで64Kワードのメモリーをもっている。オベレーティングシ

ステムが DiskBasedの為， 5Mノミイトのディスクと DMAで接続している。システムコンソ

ールは YHP2648Aグラフイヅグターミナノしである。他に TTYとドット式ラインプリンター

(YHP 2635A)も標準入出力機能として備えている。紙テープリーダーとパンチャーをもち，

各種プログラムの保存読み込みに用いている。

脳波の分析処理は，オフラインで行なわれる。 FMデータレコーダーから A-D変換器を

通して通常8チャンネルの脳波がディスクに格納される o 1試行 (8チャンネル， 128ポイント/
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CH， 500 msec分)ごとに別々の名前をつけたファイルを作り，刺戟 onのパルスにより A-D

変換器が自作パルス制御器のパルスのもとで作動し，メモリー内に8x 128 = 1，024偲のデータ

をとりこみ， とりこみ終了後，ディスグのさ当該ファイルに格納される。これを実験の試行数だ

けくりかえす(プログラム名;ADINP)。次に各試行ファイルを実験)1領序に従って読みだし，

グラフィッグディスプレーに2チャンネル分のデータを図示し，アーチファクトが混入してい

ないかのそニターを行う。 そしてアーチファクトが混入していない dataファイルのみで平均

加算を行う。 データは整数裂で加算を行い， 加算終了後(加算毘数は始めに指定する)加算由

数で割り算を行う。平均加算結果は，新しいファイル名をつけてディスクに格納される。ちな

みにA-D変換器の分解能は5mVでごとlVプルスケールを 12ビットでうけとっている(プロ

グラム名;ATACF)。次に加算結果をファイルで、読み出し，プロッターに誘発電位波型を8チ

ャンネル分プロットする。通常X軸 1秒=9.8cm，Y軸 50μV=2.5cmである(プログラム

名;PLOTR)。次に各データをマイク Pボルト値に変換して，各チャンネルの各ポイントの電

圧値をプリンターに出力する(プログラム名;PRINT)。誘発電位(加算平均結果)のピーグ値

(正・負成分ともに)をプリンターに出力する(プログラム名;SEIRI)。次にファイル内もしく

はファイル間で，チャンネル開棺互柏関表をプリンターに出力する。この時，相関をとる幅を

チャンネル内の街始ポイントナンバー，終了ポイントナンバーで指定が可能である。この時，

ラグポイント数も指定できる。相互相関は， 以下の式にもとづいて行われる(プログラム名;

BCOR)。

r= 
1: (Xi -X)(Yi -y) 
d戸戸亙戸E面i_y)2 

(但し，X， Y比当該チャンネルの個々の)
data， X， iiは各々の平均値

乞imeconst. 1.5 sec 
freq.width 0.245-25HZ 
r. of amp 2000000 

50}'仲 lv

Fig. 2. Computer System in the laboratory of clinical psychology. 

Software uperating System-YHP RTE IV 
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この相関表をもとに主成分分析 (Cooley& Lohns 1973)各成分の因子負荷量を，各チャンネ
ノレごとにプ P ッターで図示する。 計算結果はプリンタ…に出力する(プログラム;PRINB)。

1-3 グラフィックディスプレーに文字幕IJ戟を提示する為のプログラムと

周辺機器について

グラフィックディスプレー YHP2648Aは， マイクロプロセッサー， 8K ROM， 48K 

RAMを内蔵しており， CPUから 9，600ピット/秒でアスキーデータを転送されるとその内容

に従って図示が可能で、ある o 図示に要する多くの命令とともに，英字・数字文字 (alphanu-

meric characters)を ROMに貯えている。文字は任意のディスプレー位置に表示が可能であ

る。大きさは8段階あり，こちらの指定の大きさで関示できる。 YHP2648Aは20m secに1

回ブランキングを行っている。よって 500Hzで点滅する事になるが，通常連続光としてみえ

る。走査線が360本の TV方式で表示しているので， 図形又は文字が大きいと， 図形が表示

される過程がみえる事があるが， 本実験では4番目の大きさの文字を用いたので rみえ」と
しては，瞬間提示のようにみえる。 2684Aは命令(コマン F)の実行時間が最大 16m秒かかる

ので，始めにディスプレーを o妊にしておいて， CPじから 2648Aにデータを転送し，特定の

大きさ・位置に文字を表示しておいてから，ディスプレー onとした。これは刺戟提示時間を

一定にする為に行った。刺戟提示の為のプ口グラムは SINGLである。 SINGLは，刺戟の稜

類・提示時間・刺戟間間隔・提示場所・提示田数・誘発電位抽出に必要な刺戟 onを表示する

パルス提示等の制御が可能で、ある。上記各パラメーターは，紙テープに保存し，実験開始にあ

たり，紙テープジーダーから入力させたo Fig.3は本実験で、用いた刺戟で、ある(原寸)。グラフ

ィックディスプレーの表示部に，双眼鏡風の筒をつけ，各隈に刺戟が提示されるようにした。

なお簡の長さは60cmである。被験者は安楽椅子にり，頭部を背もたれに国定して双眼鏡の

符ごしに刺戟をみる。中央に操読点が3償提示されており，右眼・左限とも凝視点、が2個ずつ

みえるように頭の位置を決定する。その後，実験者に合留を送ると実験者は， プログラム
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SINGLをランさせる。もし凝視点のニ重視が生じると実験は中止した。(本実験では4人に二

重視が成立した。この 4人の dataは報告していないが，誘発電位でみる限り，各県の中心視

で刺戟を受けていることがわかった。この意味では，網膜位置に対応して誘発電伎がでる事の

誌拠にはなっている。)刺戟は1秒間に1回で50由連続提示である。 50思提示し終ると，

SINGLプログラムは PAUSEにはいる。実験者が， GOコマンドを入力させると， CPUは

又，痢j戟を 50回連続提示する。これを繰返して規定の回数になると実験を中止する。

第2奪実験 I

2-1 実験仮説

Van Voorhis & Hillyard (1977)は， 凝視点の右又は左20度の所に産経1度の光円を提
示し右視野刺戟又は左視野刺戟のどちらか一方に注意させ， CzとO2で導出した視覚誘発電位

(VEP)に注意効果がでるか否かをみた。結果は，① NCP2振幅に注意効果が認められる。@

P1とN1は Czの方が O2よりも早い (P1;95土3，105土4，N1; 155士山， 167土10)0 P2は潜時

議がなかった。 @ O2では，PCN1・NCP2の両振糖値に注意効果は認められなかった。@左

視野への控意で、は CzとO2で有意義があり，右視野への注意で、は Czのみで有意義があっ

た。@刺戟提示問間関 (ISI)がネくなると Czでは N1の振幅低下がみられたが，O2では

みられなかった。 N1潜時は Czで8msec短くなった。 O2では短くならなかった。以上の結

果を考察して彼らは，02VEPが“modalityspecific processing event"を反映しており， Cz 

は選択的注意のより gen目 alaspectを反映していると考察している。

実験Iは基本的には， 彼らの追試となる。 今回特に詮gしたいのは Czにおける N1一九

と後頭部 (01)O2)における NCP2が， 問じ処理機構の反映なのか， 各々独得の処理を反映し

ているかと言う点である。それゆえ次の 2点を導入した。@電極位置を F3，F4， C3， C4， Cz， 

01> O2の7カ所にし，基準電極は九，C3， 01については左耳采，Cz多民， C4， O2については

宕耳菜にする事により，彼らの結果④，即ち右視野提示の時，O2では有意差はでないが，入力

半球である 01で注意による有意差がでる事を確認したい。もしそうならば，01とO2でも相

対的に独自な処理を行っている事になる。(もっともこれは，Jeffreys & Axford (1972a， b)の
追試になる部分を含んではいるが。)⑮視野への注意にすると，綿膜レベルでのゲート (gate)

がかかる可能性があるので，刺戟の認知にかかわって注意効果がでるように，注意の対象台〈刺

戟〉そのものとした。つまり文字くW>を課題刺戟とし，文字くA>を非課題刺戟としたので、
ある。この状況を設定する事により少くとも AかW かの判定の段階までは，課題・非課題を

関わず分析されることになる。 Donald(1979)のそデルに従えば， Feature Analysisまでは両

刺戟で共通する事になり Gateが末梢でかかる形での注意効果 (Hernandez-Peon，Scherrer 

& Jouvet (1956))は生じにくい。よって後頭部電位特に入力学球側後頭部では住意、効果は生じ

ないと仮説できる。 一方 Vertex電位が注意の感覚特殊性をもたないならば注意効果はでな

い事になる。なぜなら，文字くW>もくA>も最終処理まで行わねばならないので，処理結果
に対する生体の反応は， P3加に影響を与えこそすれ，NCP2には影響を与えないのだから

(Hillyard， Squires， Bauer & Lindsay (1971))。本実験では， 後頭部電位と Vertex電伎の相

互関係を調べる事により， 両者が並行的処理関係にあるのか， 継起的 (sequential)処理関係

にあるのかを，網膜提示部伎と在意に対する掠憾の変動を示擦にして検討を行う。
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2-2 実験手続き・方法

凝視点の左下又は右下に(左・右はランダムにした。)Aという文字を 100m secの提示時

間， 900 m secの提示間間隔で提示する (Fig.3参照)。そして AのかわりにW が時々，左視

野又はお視野に提示される。 AとW の出現確率比は10:2である。刺戟 (A又はW)はl試

行につき 1 偲提示され 50 試行 1 系列として 1 系列ごとに 2~3 分の休憩が被験者に与えら

れた。休憩中， W が，右視野・左視野合わせて何回でたかを被験者は，報告しなければならな

い。試行間数は最低800試行で，右視野W，左視野W が，アーチファクト混入試行を除外し

て50試行に達する事を保証した。被験者は，男子3名，女子2名で，年齢21-30議学生であ

る。そのうち2名は， この種の実験に参加したのは始めてであった。

2-3 結巣と考察

Fig.2-1-Lから Fig.2-4-Rまでは各被!験道ごとの VEP記録である。 Fig.2-1-LのLは

左限左視野に刺戟を提示した時(右半球入力)の VEPを示し LのかわりのRは，右娘右指

野に東j戟を提示した時(左半球入力)の VEPを示す。 X軸については， 1単位 100m secで，

Y軸については， 1単位 10μVである。図，上から第一列の左が F3導出 VEPで，右は F4，

第二列左-C3，お-C4，第三列中央-Cz，第四列左-01.右-02である。 点線は課題刺戟 (task

relevant，文字W)の VEPで，実線は非課題料戟 (taskirrelevant，文字A)の VEP(40由加

算)である。潜持 150~21O m sec の幅にある負の最大ピークを N1，潜時 200~300 m secの正

の最大ピークを P2とした。掠幡測定は，町一九の peakto peakをとる事にした。又潜持 400

~500 m secの正の最大ピークを九とした。(潜時 100m sec::!::20にN1以外の負のピークがあ
る時， それを N。とした。被験者により N1にダブ、ルピークが生じる時に名づけた。)Table 

2-1は N1(No)， P2， P3の潜時と振幡{産を，各被験者ごと，各導出部位ごとに示した。

2-3-1 後頭部管伎について

① 左半球入力(右線右視野入力)時， 01のN1一九振幅が O2の振幅よりも大きい (4人

全員)。一方，右半球入力では，右後頭 (02)のNCP2援騒が左後援 (01)のそれよりも大きい

被験者が2人， 01とO2で等しい被験者が2名であった。(左半球入力時，NCP2援幡は， 01: 

O2口 9.3μV:4.4μV，右半球入力持 01:O2口 4.7:6.3であった。)非入力半球後頭部の NCP2振

幅は， 4.4μ， 4.7μ であるから，左後頭のみが direct入力に対して反応しやすいと考えるのが

妥当と思われる。 刺戟が文字刺戟であるからかとも考える事もできる。 (02入力持に 01にで

るVEPの振舞いについては，古塚 (1979)を参照せよ。)

@ N1一九振幅に対する詮意効果(課題刺戟の N1一九振幅が非課題のそれよりも大きくな

る事)は，被験者 S.B.の左半球入力時にのみみられた。他の被験者の場合は，後頭部におい

て振幅の増大は生じなかった。後頭部 VEP特に N1一九振幅は雨刺戟に対して後頭部が同じ仕

事をしていることを示している。

③ P3については，全被験者で詮意効果がみられた。(被験者 M.K.については微妙で、あ

る。この被験者のみが，向穏の実験の経験者なので，経験の累積による九振幅の低下が考えら

れる。)右半球入力時は Table2に示すごとく九按輔は後頭部で最大となった。 この時 Czで

は比較的小さな九しかとれなかった。 Cz よりも 01• O2で九が最大になるのは注目に植

する。
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2-3-2 Vertex電伎について(民， F4' C3， C4， Czを含める)

① 右半球入力でも左半球入力でも， F3対 F4' C3対 C4に左右差は認められなかった。

しかし F3，九， C3， C4， Czで， 在半球入力時と右半球入力時で波型が違うという事は生

じTこ。

② 右半球入力時にのみ Vertex電位に注意効果があり，左半球入力時には注意効果がな

いもの2名。左半球入力持にのみそれがみとめられるもの l名，雨入力時に注意効果がみとめ

られるもの 1名であった。(注意効果は， F3' 1九， C3， C4， Czの導出部位 VEPのNCP2振輔の

増大，九成分の出現をさす。)

以上の事をまとめると， ①後頭部電位の方が Vertex電位よりも刺戟提示位置に対応し

て NCP2振幅値をかえる儲向が強い。左右半球差効果 (lateralityeffect)は後頭部で認め

られるが Vertex電位では認められない。母注意効果は Vertex電伎の方が大きくでる。後頭

部の NCP2振幅はでにくい。①，@を考察すると， Vertex電{立と後頭部電位はそれぞれ独自

の振舞いをするのではないかと考えられる。そこで， VEPの各チャンネルの技形賠の類似度

を棺瓦相関表をもとに考えることにした。 Fig.2-1 LP~Fig. 2-3 RPは相互相関表をもとに主

成分分析を行い，第1因子，第2閤子，第3因子の関子負荷量を各チャンネノレごとにプロ y ト

したものである。被験者I.K.では F3に， N. I.では Czにアーチファクトが混入した為に，
2成分がアーチファグト成分になってしまったが，他の被験者では，第1成分が Vertex電位，

第2成分が後頭部電位と考えることができる。又上記の事に加えて， Vertex電位の N1潜時が

後頭部電位のそれよりも約 20m sec短い。そして attention効果が， NCP2振楢に認められ

る事は， Hillyard， Picton & Regan (1978) 

じたとしてよい。

う所の並行的処理 (parallelprocessing)が生

では如何なる並行的処理が行なわれているか。 Swenson& Edwards (1971)は，反応時聞

の実験で Speed帽accuracytrade offがみられる事を示した。即ち反応が竿いほど報酬が高く

なり，その時正確度が重要でない状況では，反応は「何かが入力したJという事に対して生じ

てしまい，その刺戟が何であったかについての処理は反応の後に生じてくる事になる。 Fig.1

に従って説明すれば， INPUTによって ResponseProgramが作動してしまうと同時に，

Sensory Analysisが並行的に作動し始める事になる。 この侍，反応は2種類であるから，何

らかの分析結果 (STMに貯えられる)を予測する事によって一方の反応に決めることになる。

とすると，刺戟 Onにともなう誘発電位には，上記の事がし、かなる形で皮映されるのであろう

か。後頭部電位は，網膜位震との関係が強いので，刺戟入力に対する忠実な処理を反映してい

るのであろう。一方 Vertex電位は，記擢痕跡の活性化の示擦と考えられる。しかし，もしそ

の活性化が，継起的処理の結果としてなされるならば，刺戟の複雑度，処理の複雑さに対応し

て例えば Nh P2の滋時が変動するはずである。しかし，Nh P2潜時はそのような事に対して

感度をもっていない。とすれば，Vertex電位は，当該試行での処理内容を主として反映して

いるのではなしそれまでの試行で得られた結果の累積をもとにした脳内のいくつかの反響匝

絡の勢力関係を反映していると考えられる。つまり，入力により，いくつかの反響回路のどれ

かが活性化において勝をとる事を示すと考える事ができょう。実験IIでは，上記の事を検討し

Tこし、。
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Fig.2-1-L. Subject M. 1. Number of trials=40 Analysis time=500msec. 

Pora1ity=positive up. Recorded at F3， F4' C3， C4， Cz & 01. 20 
-Stimulus to the left visual field of the left eye-

A Comparison of VEP's obtained with task-irrelevant (letter 

A， so1id line) and task網relevantstimuli lettetr (W， dashed 1ine). 
At F3， F4' C3， c4 & Cz， task-relevant effect was found. 
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Fig. 2-1-R. Subject M. 1. 
-Stimulus to the right visual field of the right eye-
A Comparison of VEP's obtained with task-irrelevant (A， solid 
line) and task“relevant stimuli (W， dashed line). 
At 01> O2 interhemispheric asymmetry wasfound. At F3， F4' C3 
C4 & Cz， no task“re1evant effect was found at N1-P2 component. 
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Subject 1. K Number of trials=4Q Analysis time=500 m sec 
PoraHty=positive up. Electrode locations=F3， F4' C3， C4， CZ， 
01> O2 -Stimulus to the left visual field of the left eye-
A Comparison of VEP's obtained with task-irrelevant A， solid 
1ine and task-relevand stimuli (W， dashed 1ine) 
Task幽relevante妊ectwas found at all electrode locations， espe-
cially at 01> O2， large P300 was found. 
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O 



先行経験により作られた内部モデんからの予郊と外部入力との照合の示潔 89 

. . • . 

-.・..-. . . 

011 1 02 

o 500 

Fig. 2-2…R. Subject 1. K. 
…Stimulus to the right visual field of the right eye-

A Comparison of VEP's obtained with task-irrelevant (A， 
so1id 1ine) and task柵relevantstimuli (W， dashed line) 
At 01 & Oz， interhemispheric asymmetry was found (solid 
line). 
Task-relevant e妊ectwas not found in N1-Pz・
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Fig. 2-3-L. Subject S. B. Number of trials=40 An. time=500 Porality= 
positive up. Electrode location=F3， F4' C3， C4， Cz， 01 & O2 

一一Stimulusto the left visual field of the left eye-
A Comparison of VEP's obtained with task-irrelevant (A， solid 

line) and task-relevant stimuli (W， dashed line). No attention 
effect w且sfound in NγPz amplitude. 
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Fig. 2-3-R. Subject S， B， 
Stimulus to the right visual field of the right eye-

-. 
r、.・..・一.面r--一一司. . 

A Comparison of VEP's obtained with task-irrelevant (A， 
solid line) and task-relevant stimuli (W， dashed line). 
Task岨relevanteffect was found in N1-P2， P初oat all locations. 
The P300 was the largest at 01・ Theinterhemispheric effect 

was found at 01 & O2 (01<02)， 
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Fig. 2-4-L. Subject N. 1. Number of trials=40 Analysis time=500 m sec 
Plarity=positive up. 
-Stimulusto the left visual neld of the left eye-
A Comparison of VEP's obtained with task珊irrelevant(A， 
so1id line) and task.relevant stimu1i (W， dashed 1ihe). Atterト
tion e妊ectwas found at F3， F4' C3， C4. On this subject we 
could not record VEP at Cz. 
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Fig. 2-4-R. Subject N. 1. 
-Stimulus to the right visual field of the right eye-

A Comparison of VEP's obtained with task-irrelevant (A， 
solid line) and task-relevant stimuli (W， dashed line) 
Task-relevant effect was found except at 01> 02- At F3， F4， 
C3， C4 and CZ， no interhemispheric asymmetry was found. 
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五eldof the left eye. (to 02 at the五rst the right eye. (to 01 at the first tirne) 
tirne) Factor 1 rnay be Vertex potential， Factor 1 is Vertex potential， Factor 2 is 
Factor 2 is occipital potential. occipital potential. 

Note the difference between Fig 2-1-L-P and R-P. When S 

was inputted to right hemisphere， Factor 1 consisted of F3， 
C3， C4， F4 and Cz. But when S was inputted to the left 
hemisphere， 01 became to be included Factor 1. 
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Fig. 2-3-R-P. Principal Component Analysis. 

Sub S. B. 
S displayed to the right visual五eldof 

the right eye. 
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Fig. 2-3-L…P. Principal Component Analysis. 

Sub. S. B. 

S displayed to the left visual五eldof the 

left eye. Factor 1 is Vertex potential‘ 
Factor 2 is occipital potential. Same 
tendency as Fig. 2…l-L-P was observed. 
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Table 2…1. Left Visual Field (Rigth hemisphere Input) 

Task-irrelevant Stimuli (A) 

Latency (m sec) Amplitude (μvolt) 
CH 

No N1 P2 P3 N1-P2 N1-P3 

F3 117.0 173.5 232峰。 6.17 

F4 105.0 166.7 227.1 5.8 

C3 104.0 176.4 230.0 5.1 

C4 99.4 168.6 244.7 5.7 

Cz 170.3 240.5 3.4 

01 128.0 191.4 234.0 4.7 

O2 177.7 233.6 6.3 

Task-relevant stimvli (w) 

I干3 165.0 263.0 10.3 8.2 

F4 113.1 161.2 265.2 11.4 8.3 

C3 171.6 241.8 7.9 8.6 

C4 111.8 165.1 249.6 10.0 11.1 

Cz 165.7 247.0 9.4 12.1 

01 111.8 195.0 227.1 6.3 12.1 

O2 120.9 182.0 225.2 6.8 12.1 

Table 2-2. Right Visual Field (Left hemisphere Input) 

Task-irrelevant Stimuli (A) 

Latency (m sec) Amplitude (μvolt) 
CH 

No N1 P2 P3 N1-P2 N1-P3 

F3 111.3 161.8 234.0 6.9 

F4 158.9 230.1 5.1 

C3 171.6 243.7 6.5 

C4 163.8 233.0 5.4 

Cz 157.3 237.9 6.52 

01 170.6 242.7 9.3 

O2 178.4 237.9 4.4 

Task-relevant Stimuli (w) 

F3 132.6 183.3 261.3 9.16 11.7 

F4 179.4 258.7 9.8 10.2 

C3 148.2 178.1 236.9 8.0 11.3 

C4 181.3 245.7 7.6 9.8 

Cz 144.3 191.2 249.6 7.6 9.4 

01 140.4 182.0 235.9 8.4 12.3 

O2 185.2 229.1 229.1 5.9 10.8 
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第3奪実数 11

3-1 実験仮説

後頭部電位は，網膜からの情報の分析を主として皮映し， 刺戟の網膜位置(Jeffreys& 
Axford 1972a， b)，鮮明度 (Harter& White 1968)，輪郭線の網膜位置 (Spehlman1965) 

が波型に影響を与える。 Vertex電位は，前頭部・中心領を含めて，先行刺戟の繰遮しによっ

てとステレシス (hysterises)状態にある脳内の弼戟代替物 (representation)の活性化を反映

する。 通常後頭部電伎に反映される情報処理活動と，脳内 representationの活性化は継起的

(sequential)な関係にあるが，繰返し提示により両者はパラレルに各々独自に仕事を始める。

以上の事は既に序で仮説した。実験Iではラ Laterality効果と注意効果を示擦として，後頭部

電位と Vertex電伎がパラレルに finitialactivation of a neuronal structureJを示してし、

る事をみた。 この事は， Vertex電位，特にその NcPz成分は後頭部の処理内容との照合なし

に activateする可能性をもっている。とすれば，突然，ある試行自で違う刺戟が提示される

と後頭部と Vertexでは，前者が新刺戟の処理にかかわり，後者はその処理とはかかわらず前

の刺戟に規定されて活性化する。つまりパラレルに違う刺戟の処理が行なわれる可能性が存す

る。又，出るべき瞬間に刺戟が突然 Omitされると，後頭部では入力がないので処理活性は生

じないが， Vertexでは(生体がだまされて)activateしてしまう神経群がありうる。今まで，

Omit Responseとして研究されて来たこの状況こそが，一番きれいに，後頭部電位の振舞いと

Vertex電位の振舞いをs別しうる状況であると考えられる。しかし今までの OmitResponse 

の研究は，刺戟がでなかった事を認知して，定位反略的に誘発電位がでる状況か，又は Omit

した回数を数えるといった Omit状況が課題刺戟となった状況での研究であった (Donchin

Ritter & McCallum 1978)。例えば KlinkeFruhstofer & Finkenzeller (1968)は振動刺戟を

0.68秒に1回提示し， 6~20 秒に 1 回の割合 (6~羽田に 1 回)で刺戟 Omission を符う。そし

てこの時の Omission誘発電位を Czからとると， 話害時 200~240m secの魚のピーク， 潜時

340~350 m secの正のピークがみられた。彼らは， この誘発電位を記1意痕跡 (memorytrace) 
の活性化の示標であるとしているが Omissionではなく刺戟が提示された時の Vertex電位

は潜時60，，-，70m secの正ピーク， 潜時 110，，-，140m secの負のダフやルピーグであるから， 弱者

はむしろ違う仕事内容を反映していると考えた方がよい。つまり， Omission特に，刺戟の記

櫨痕跡ないし貯蔵情報 (StoredInformation)の解発ではありえない。彼らの OmitResponse 

としての Vertex電位は， Donchin (1979)の言う endogeneousなものでくおや，変だな〉反

応と考えるのが妥当と思われる(定位反射説)。又 Ruchkin& Sutton (1975)など Sutton連の
Omit Reoponseは rOmitを数えなさい。」という教示を被験者に与える。とすると，諜題刺

戟としての Omission事態を示すところの記憶痕跡の解発が行われると考えるのが妥当であ

る。つまり「でなかったよ (correct問 jectionではなく Hit)J反応がなされた事による P300の

出現を示すのである。 Picton& Hillyard (1974b)も又， Omissionを数えょとし寸教示を被験

者に与え ra detected Omit responseJ という名称で Omission時に生じる潜時 4QOm sec 

の大きな正成分を rperceptual d日cisionComplexJの示擦であるとしている。 Simson，

Vaughan & Ritter (1976)も又，被験者に Omissionがあったら報告させる事にして， Omit 

responseをとり，その topographyを NZ7SとPS65について調べた。 PS絡については P棚と

河じ頭皮上分布をもつが， N275は九と同じ頭皮上分布となる。とすると PS6Sについては，
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Picton & Hillyardの解釈でよいが N275については， 少くと少くとも Omitに対する独自
の反応で， Omitされた刺戟の記櫨痕跡とは刊の関係ももたないと言える。以上の事は，本実

験でめざすところの Omitされたにもかかわらず， あたかも刺戟提示があったかのごとく

Vertex電伎が出現してしまった」という状況下で Omitresponseが研究された事がない事を

示している。所が今回目標としたのはまさしく脳がだまされて Vertex電位がでてしまう事

であり，かっその時に後頭部ではだまされないで、，新しき状況に反忠した後頭部電伎がでる事

なのである。上記の様な事を生じさせる為，① Omissionをど taskirrelevantにする。@時間

関係を厳密にして，刺戟がでたという合図がうまく Vertexに伝わるようにする。の 2つの条

件を満足する実験を行った。

3-2方法

被験者 4 名(男子 2 名，女子 2 名)年齢は 21~30 歳，視力は正常もしくは矯正視力で正常，

2人は，実験Iと実験立を連続して 5分の休憩をはさんで)行った。 l人は2逓間後に実験II

を行った，最後の 1人は，実験IIのみを行った。練習系列として， 左隈左視野に文字Kが提

示され (100m sec-duration) 100 m secの間隔をおいて，右隈右視野に文字Hが提示される O

KとHは継起的に次から次へと 50回連続提示される。この時， 01> O2のVEPをモニターし

て両 VEPが網膜位置に対応して， NCP2振輔の増減がみられる事を確認する。みられない場

合には，離視点を正しくみていない安被験者に報告し，練習系列をくりかえした。次に本実験

を行う。第1刺戟としてアスタリスクが2儲(**)操視点、の下， 30分の所に提示され，次に K

が左犠ti.視野にそして次に H が右眼右視野に提示される(視角産 10x 10 の短形内に文字がは

いる。刺戟間隔 40)。そして文字Gが日のかわりに右眼右視野に時々提示された。又左娘左視

野に提示される Kは20回に1自の割合で Omitされた。被験者には， 刺執が50四提示され

るがそのうちでGが何回で、たかを数えるように教示しそれに加えて，機械の故障で刺戟がで

ない事があるので気にしないように教示した。試行数は650密以上で 50試行ごとに休憩を

1分ほどとり，その時にGが何鴎でたかを報告させた (Fig.3を参照)。

3-3結集

Fig. 3-1-LOから Fig.3-4-RTまでの 8枚のグラフは，各被験者ごとに VEP示した。

LOは左犠左視野刺戟(文字K，実線の VEP)とOmitResponse (点、線の VEP)を重ねがきし

たグラフである事を示し， RTは，右隈右視野刺戟(文字H，非課題耕戟，実線)の VEPと課

題取l戟(文字G，点線)の VEPである毒事を示す。 RTのグラフは，実験Iと同じ結果がでるは

ずであるが，注意効果はあまりでなかった。これは1つには，実験全体に対する habituation

であると思われる。 2つには，左半球入力では，注意効果がでにくい事にもよると思われる

(P300の増大は1.K.のみであり， NCP2振幅は，非課題刺戟よりも小さくなった (3人))03つに
は，課題刺戟の出現確率が60回に1部(アスタリスク， K，オミット， Hを含める)なので，課

題刺戟Gの反響回路が維持できない可能性も存する。一方LOでは非課題刺戟(K)のVEPの

N1が同定しづらくなった。即ちN1は潜時 110m secのNOと，175 m secのN1と，210 m sec 

の叫にわかれる(被験者間の差異として表われるのだが)0 Table 3-1では全部N1として平

均した。しかし九は安定している。 OmitResponseについては，九，九， C3， C4， Czでは，あ

たかも入力があったのと同じ VEPが生じたと替えよう。 (N1潜時九潜時に遅れが生じない。)

ところが 01>O2では，N1潜時が遅れたり(被験者，S. B.， M. 1.)， N1にかわって NOが安定的

に出現した (1.K.， M. 0')0 N1一九振幅については，全被験者，全導出部位で5μVあり， 非
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Table 3-1. Stimulus to the left visual field of the left eye 
-Right hemisphere input-

Task-irreleuant Stimulus (K) 

Latency (m sec) Amplitude (μvolt) 
CH 

No N1 P2 N1-P2 N1-P3 

F3 163.8 247.6 5.6 

F4 146.2 256.4 5.0 

C3 144.3 260.3 4.8 

C4 150.1 247.6 4.8 

Cz 146.2 244.7 6.8 。1 163.8 247.6 5.9 

O2 176.4 241.8 6.5 

Omit Response 

F3 147.2 260.3 5.1 

F4 152.1 254.5 5.6 

C3 141.3 253.5 4.7 

C4 151.1 258.3 4.4 

Cz 152.1 260.3 4.9 

01 156.9 247.6 5.1 

O2 163.8 250.6 5.0 

Table 3-2. Stimulus to the right visual field of the right eye 

-Left hemisphere inputー

Task-irrelevant Stimulus (H) 

Latency (m sec) Amplitude (μvolt) 
CH 

No N1 F2 N1-P2 NrF3 

F3 147.2 245.7 6.4 

F4 153.0 245.7 7.7 

C3 150.1 252.5 7.1 

C4 167.7 250.5 5.5 

Cz 155.0 240.8 6.3 

01 147.8 242.7 7.6 

O2 175.5 240.8 5.9 

Task-relevant Stimulus (G) 

F3 142.3 242.7 6.9 

F4 155.0 248.6 8.2 

Ca 143.3 248.6 6.6 

C4 161.8 251.5 5.9 

Cz 154.0 266.1 6.1 

01 147.2 252.9 5.3 

O2 162.8 240.8 4.8 
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10 JI vo1t 

O 02 

500 msecond O 

Fig. 3-1-LO. Sub. M. I. Number of trials=40 Analysis time=500 m sec 

Porality=positive up 

Stimulus to the left五eldof the left eye & Stimulus 
Omissionー
A Comparison of VEP's obtained with task同irrelevantstim“ 
ulus (K， solid line) and omission ( ， dashed line). The mor“ 
phology of the dashed line bore some resemblance to that 
of the dashed line of Fig. 3-1…PT. She might respond to 

omission as jf it was task-rele. 

500 
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. .・

01 02 

500 O 

Fig. 3-1…RT. Sub. M. L 
-Stimulus to the right field of the right eye-
A Comparison of VEP's obtained with task-irrelevant (狂，

solid line) and task-relevant stimuli (G， dashed line). 
Although the stimulQ.s “G" was ta汰綱relevant，no enhance-
ment occurred in Nrヂ2amplitude. Refer to Fig. 2-1-R. 

500 
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十

011 I 02 

.... - 500 msecond 

Fig. 3-2勾 LO. Sub. 1. K. Number of trials=40 Analysis time口 500m sec 
Pora1ity=positive up 
-Stimulus to the left五eldof the left eye & stimulus 
omlSSlOn-

A Comparison of VEP's obtained with task-irrelevant stimu-

lus (K， so1id line) and omission (， dashed line). At F4' 
C4 & Cz the waveshape of the dashed line (Omit response) 
resembled to that of the solid1ine (task-irrele. stimulus). 
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F4 

c4 

Cz 

. . . . . ..・.-• I . . . . 
ー. . . . 

01 02 

O 

Fig. 3-2-RT. Sub. I. K. 
Stimulus to the right field of the right eye-
A Comparison of VEP's obtained with task-irrelevant (H， 
solid line) and task剛relevant(G， dashed line) stimuli. 
A large P3 was obtained with task-relevant stimulus at al1 
electrode location (the largest at 01 & O2)， 

-，.. -Fι~ • -. 

500 
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+ 

01 02 

500 msecond O 

Fig. 3-3-LO. Sub. S. B. Number of trials=40 Analysis time早 500m詰ec
Porality=positive up. 
-Stimulus to the left field of the left eYe & stimulus 
om1sswn-
A Comparison of VEP's obtained with task耐irrelevant(H， 
solid line) .and stimulus omission ( ，dashed line). Although 
the stimulus was to right hemisphere (02)， N1 latency of 
the dashed line was the same as that of the solid line at 
only 01・

500 
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01 

500 o 

Fig. 3叩3-RT. Sub‘S. B. 
-Stimulus to the right field of the right eye-

A Comparison of VEP's obtained with task栴irrelevant(H， 
solid 1ine) and task-relevant (G， dashed line) stimuli. N1 
latency disparity was obtained only at occipital potencial. 
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+ 

10 j-Alvo1t 

02 

Fig. 3-4叩LO. Sub. M. O. Number of trials=40 Analysis time=500 m sec 
Porality=positive up. 

一一Stimulusto the left stimulus to the left eye & stimulus 
omlsslOn-

A Comparison of VEP's obtained with task-rele. stimulus 

(K， solid line) and stimulus omission ( • dashed line). Omit 
response was seen as jf task-relevant. The五rstdouble 
positive耐negativedeflection might be th告 artifactsof alpha 
rhythm. 
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01 02 

O 

Fig. 3-4叩RT. Sub. M. O. 
-Stimulus to the right field of the right eye-
A Comparison of VEP's obtained with task-irrelevant (H， 
solid line) and task助relevant(G， dashed line) stimuli. 

500 
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課題刺戟と同じ VEPが生じたと考えられる (Table1参照)。

第4霊堂 考察と今後の展望

繰返し提示の中で継起的処理から並行的処理へと組み換えが生じた段階で、は，後頭部電伎

とVertex電位は，当該腿領域での各仕事内容を反映している。実験Iでは並行的処理が行な

われている事を示したが， 実験IIでは， Omit R巴sponse時に非課題見事j戟の VEPと同じ波裂

のVEPが， Vertex電位として出現する事を示しえた。 この事は，‘ Vertex電{立は，当該料戟

の処理の給果に対応してでるのではなく，刺戟の入力があったとの合図でのみ出てしまった可

能性を示唆する(後頭部における処盟結果を bipassして， Feed-forward的に activateして

しまう!!)。被験者I.K.と M.O.はN1潜時が非課題刺戟 (K)のVEP，Omit Responseとも

120 m secであり，実験1の課題刺戟の N1と等しくなる。この時，Vertex電位の NCP2振幅

は非課題刺戟のそれと同じ大きさ(I.K.)もしくはより大きくなる (M.O.)。 この事は Omit

Response VEPと非課題刺戟VEPに差がない毒事を示している。この二人の被験者でも後頭部

では，珂 VEPに差異は存すると言えよう (Fig.3~2~LO， Fig. 3-4-LO参照)。一方，被験者

M. I.と S.B.においては， O2のN1潜時が204m secとなり，非課題刺戟のそれ (195m sec) 

よりも遅くなる(この時九， C4での N1潜時も 204m sec)。 ところが 01のN1潜時は非課題

刺戟のそれと同じく 183m secである(この時九， C3も183m sec)。この二人の被験者では，

右半球では(これは入力半球である)Omissionを知覚しているが， 左半球は，非課題刺戟の

VEPと同じ反応をしていると言える。

とすると， Omit Response時の Vertex電位は， Omissionに誘発されてでるのではなく，

先符して繰返し提示されて来た非課題刺戟の脳内代替物 (representation)の活性化を示してい

ると雷える。つまり，非課題刺戟の脳内 represent在tionが安定的に反響回路を構成し，他の

部位，そして他の反響回路に対して抑制をかけるとともに，視覚通路の途中からバイパス通路

を作りあげ，その通路が他の通路への抑制をかける事になる。よってここに一種の自動化過稼

が成立するに封札処理の経済が生じることになる。この段構で Omissionが生じると，自動

化過程は作動してしまう事になり， Vertex電位が出現する。

ところで次に右隈お視野刺戟(左半球入力)に話を移そう。 Fig.3-2-RTでは，課題刺戟

Gに対して九は大きくでるが，NcPz振幡は非課題見事j戟のそれよりも小さくなった。 (Fig.3-

1-RTでは NcPz振幅は同じ傾向を示す。)両被験者とも課題刺戟の N1潜時は長くなる。他

方，他の被験者においては，N1潜持は短くなるがN1一九援幡に差はない。通常これらの現象
は「慎れJと雷われるが，むしろこれは，Vertexに存する反響回路としての記様痕跡が刺戟

がこないので反響しえなくなり，その結果，主主行的に Vertex電伎が作動しえなくなったと考

えるのがよい。つまり課題刺戟 Gは60回に1到しかこないので被験者が維持しえなくなった

のである。一方非課題刺戟は入力がいつもあるので，反響回路は自動的に維持しうるのであ

る。狩野，北島，古塚，室橋，諸富 (inpress)は，同じ刺戟を3回から 5回連続提示した時，

刺戟提示時間が50μsecと短いと 2回目刺戟の VEPのNcPz振幅は低下し， 200 m secと長

いとその振騒が増大することを示した (1回目刺戟と比較して)。 この事も又，本実験結果と同

じく，入力が十分なヒステレシスを保つ形での反響曲路を作りえない場合には，次の入力の

NcPz振幅は低下することになる事を示している。室橋 (1979)は，第1京j戟を 1秒間備で3

回，第2刺戟をi司じく 1秒間隔で3回提示した時，第2刺戟の 1回目の NcPz振騒が第1刺戟
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の1回目のそれよりも大きくなる事を示した。定位反射が生じたとすれば，第1刺戟の l回目

と同じ大きさで良いはずである。とすると定位反射ではない何かが増大を規定したと考えざる

を得なくなる。系列的に提示する事の繰返しがこれを解く鍵となる。つまり第1刺戟が3自提

示される事により，第2刺戟に何がくるかについての情報の限局化が生じる事になる。言し、か

えれば，脳内 representationの数の限局化が生じる事になり，課題刺戟の提示と同じ状況に

なると思われる。又狩野，北島，古塚，室橋，諸富 (inpress 4)は第 I刺戟と第2刺戟を系列

提示し， 第1刺戟と第2東j戟の特定の組合せ (16通りの組合せの中の lつ)を系列課題刺戟と

して与え，その系列がで、たら「ハイ」と報告させた時， Vertex電位は，後頭部電位と違って，

第 1刺戟が課題刺戟の片方であれば，第2刺戟が課題刺戟であってもなくても同じ P3舶振幅値

が第2持者j戟 VEPにでる した。 この事は Vertex電位は誘発する刺戟と一義的な関係

をもたないといえる。又，実験 IIのデータから， Omit response侍の Vertex電位の NCP2

張輔は， 当該刺戟 (Omission)の処理を表わすのではなく， 先行の刺戟の representationの

活性化を示すと考えることができょう。

1) システム作りにあたって，美和電気工業の山B浩二氏，そして，筆者と共に丸3年

間プログラムとデジタル回路作りを行った佐藤耕一氏(現在三栄澱器勤務)に感謝の意をささ

げる。両氏の貢献がなければ本システムは完成しなかった。
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